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［論 考］

ギャリックの「シェイクスピア記念祝典」
とは何だったのか？

佐々木和貴
デイヴィッド・ギャリックという多面的な存在を捉えようとするならば、

俳優・劇作家としてはもちろんだが、その枠に収まらない彼の多彩な活動に

も、当然、目を向ける必要がある。なかでもとりわけ興味深いのは、彼の発

案・演出により、1769年9月にシェイクスピアの故郷ストラットフォード・

アポン・エイボンで、史上初めて開催されたシェイクスピアを記念する「祝

典」であろう。そこで本稿においては、実際には雨に祟られて散々だったに

もかかわらず、それがシェイクスピアの神格化に決定的な影響を及ぼしたこ

の不思議なイヴェントについて、先行研究を幾つか概観しながら、今後の研

究の可能性を考えてみたい。

さてこの祝典については、たとえばシェイクスピア生誕400年にあわせて、

1964年にクリスチャン・ディールマンとヨハンネ・ストックホルムが、それ

ぞれ、一次資料に丹念に当たった研究書を著している。両者を併読すれば、

この悲喜劇的なイヴェントの詳細を把握できるだろう。しかし、明確な問題

意識を持って、この「祝典」をシェイクスピアの神格化と結びつけた批評と

なれば、マイケル・ドブソンの果たした役割が決定的である。ドブソンはそ

の『国民的作家の創出』（1992）において、この「祝典」を王政復古期から

始まるシェイクスピア正典化のプロセスの最終局面と位置付け、個別の劇が

上演されなかったのは、シェイクスピアがまさに作品から離れたグローバ

ル・アイコンとなったためであり、ギャリックの功績はスポークスマン役と

して、それを満天下に示したことだと論じている。他方、近年の収穫として
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はヴァネッサ・カニンガムの『シェイクスピアとギャリック』（2008）が挙

げられるだろう。彼女はこの「祝典」におけるギャリックのパフォーマンス

と、「祝典」を直後に劇化した際の書き手としての力量が、シェイクスピア

神格化に与って大いに力があったと指摘する。そしてたとえば、決してオリ

ジナルとは言えないにせよ、シェイクスピアからのエコーや引用に満ちた彼

の「ストラットフォード・アポン・エイボンにて、シェイクスピアに建物を

献じ、像を建立するにあたっての頌歌」の朗唱が観客に大変な感動を与え、

さらに日を置かずして雑誌に掲載されて人々に愛唱されたこと、また実際の

祝典からわずか約1ヶ月後にギャリック自身によって劇化された2幕物のアフ

ター・ピース『記念祝典』（1769）が、ドルリー・レーン劇場で記録的な大

当たりした状況などを、同時代の資料を駆使して明らかにしている。ともに

この「祝典」が同時代に与えたインパクトを見事に捉えているとはいえ、両

者の切り口は好対照をなしているといえるだろう。

このように、「シェイクスピア記念祝典」というギャリックのイヴェント

が、その後のいわばテンプレートとなりえた理由については、今も議論が継

続しているところだが、以下においては、今後、それをさらに深化するため

にどのような視点が考えられるか、私見を述べてみたい。

まず、この「祝典」が時代に与えた影響を測定するためには、ギャリック

の「頌歌」が与えたインパクトについて、より詳細な追跡調査が必要ではな

かろうか。たとえば、その場に居合わせた作曲家兼劇作家のチャールズ・ディ

ブディンは、「祝典」自体には批判的だったにも関わらず、ギャリックの朗

誦にうっとりして「それは魔法だった、それは妖精の国だった」（Deelman

217）と言明している。これほどの感動は、もちろん、ギャリックという類

い希なパフォーマーと、「ルール・ブリタニア」の作曲家でもあるトマス・

アーン指揮の音楽隊とのコラボレーションによって生み出されたものだろう。

しかし、この「頌歌」が流布していく過程で、それはさらに多くの同工異曲

のシェイクスピア賛歌を産みだしていったはずである。たとえば、惜しくも
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22歳で夭折した小トマス・リンリーが、同郷の友人フレンチ・ロレンス作

「シェイクスピアの妖精たち、大気の精たち、そして魔女達への叙情的頌歌」

（1776）なる詩につけた曲が残っているが、「おお、エイボンの森を戴く川

が蛇行して流れる聖なる土地の守護者よ」で始まるロレンスのこの頌歌が、

ギャリックのそれに着想を得ていることは明らかだろう。おそらく70年代に

は、ギャリックに倣ったこうした数多くのシェイクスピア頌歌が生み出され、

それがその神格化に大きな貢献をしたのではなかろうか。したがって、今後

の研究は、これまでのようにギャリックの「頌歌」の凡庸さをあげつらうよ

り、それがどのように流通・増殖していったのか、そのプロセスにこそ着目

すべきであろう。

またもう一つ注目すべきは、ギャリックの『記念祝典』をめぐる2大勅許

劇場の応酬であろう。きっかけは、「祝典」後まもなく、コヴェント・ガー

デンでジョージ・コールマン父の3幕物喜劇『男と妻、或いはシェイクスピ

ア記念祝典』が封切られたことにあった。これは機を見るに敏なコールマン

が、ギャリックの「祝典」ネタを筋に取りこみ、歌も借用し、挙げ句の果て

には、2幕と3幕の間に、実際には雨で中止となったシェイクスピア劇の登場

人物の行進まで再現したものだった。この盗用に怒ったギャリックが、本人

の言うところでは、1日半で書き上げたのが『記念祝典』なのである。コー

ルマン版の1週間後の10月13日に、ドルリー・レインにギャリック版が登場

すると、これは記録的な大当たりとなり、当然、コールマン版の人気は急落

した。ところがこれに対し、コヴェント・ガーデンはさらに翌年1月に『ハー

レクイン・ジュビリー』（1770）なるパントマイムを上演し、ギャリックに

対抗する。この応酬に関しては、これまで劇場間の競争という側面のみが注

目されてきた。しかしそこに、「記念祝典」という大イヴェントを、2大劇場

がいわば共同作業で言語化し、シェイクスピアの神格化に一役買ったプロセ

スを読み取ることはできないだろうか。というのも、両者の応酬を台詞のレ

ヴェルまで丁寧に追っていけば、カニンガムが指摘するように「たしかに二
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つの劇場は本気で張り合っていたが、それは家族内で体験されるようなたぐ

いの競争、共通の言語を話す、友人同士の競争」（Cunningham 118）であっ

たことが見えてくるからだ。さらにまたギャリックは、「祝典」に対する同

業者サミュエル・フットの諷刺詩の一節まで自らの芝居に取り込み、いわば

自虐ネタとして笑いを取っている（Stochholm 113-5）。つまり『記念祝典』

は、劇場間のそして劇作家たちの共同作業から生み出された芝居という側面

もあるのだ。そしてこの緊密なネットワークが、ギャリックを軸にした当時

のシェイクスピア神格化とどのように関わっていたのかも、今後、さらに詳

細な解明が待たれるところであろう。

以上、シェイクスピアが、その後、記念の年のたびに甦り続ける契機となっ

たギャリックの「記念祝典」とはいったい何だったのか、その解明はいまだ

道半ばではないだろうか。
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